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は じ め に

CHISE (CHaracter Information Service Environment)
Project:

文字デー タベ ー スに 基 づ く 文字処理技術の
開発

文字符号か ら 文字知識へ
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背景（ そ の １）

電子テキストは 素晴ら しい !!!
検索

再利用

配布

が 容易

で も 文字符号に 縛ら れ る

外字問題

Code Wars

文字問題の 平和的解決!?に 向け て
文字符号に 頼る の を 止め よ う !?
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そ も そ も 文字符号っ て 何？
― 符合化文字方式 ―

文字を 番号で 表現す る
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文字に 関 す る 知識は 符号化文字集合の 定義 の 中に

符号を い ろ ん な用途で 使い 回す （ 表現、 表示、
検索、 再利用など ）
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汎用文字符号か ら の 脱却

用途に 応じ て 要求 さ れ る 性質が 違う
→ 用途毎に 違う 表現を 使え ば ？

例： 表現は RDF と か 、 表示は SVG と か 、
検索目的なら 異 体字を 正規 化と か

文字の 性質や 用字意 図の 明示化
→ 文字に 関 す る 知識を 計算機 の 中へ
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背景（ そ の ２ ）

文字に 関 す る さ ま ざ ま な情報・ 知識の 一 元管 理し
た い

mapping table
字体・ 字形情報

用例

そ の 他各種属性など
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UTF-2000方式

文字を 文字属性の 集合（ 大域 的に 情報交換 可能な
も の ） で 表現

文字オブ ジェクト ID の 機 械的割 り 当て

文字の 内部表現へ の 直接ア クセスの 禁止
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XEmacs UTF-2000

XEmacs に 基 づ く
UTF-2000方式の
試験実装

XEmacs-Mule に
対す る
上位 互換 性

豊富な文字空間
(最大約 10億
文字定義 可能)

4 byte 以 内の
任意 の 文字符号
が 利用可能
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XEmacs UTF-2000 の 問題点・ 課題

で か い

文字を ど う 定義 す る か ？（ ど ん な文字属性を 付け
る か ？ ）

文字属性情報を ど う 交換 す る か ？

文字属性情報を ど う 利用す る か ？
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lazy loading (1) ― 目的

文字に 関 す る 各種属性お よ び 文字符合関 連の 情報を
外部の デー タベ ー スに 置き 、 必要な時に 読み込む よ
う に す る

主記 憶の 節約

定義 した 文字や 文字属性を 読み書き しや す く す る

他の 利用者や ア プ リ ケー ショ ン と の 情報の 共有
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lazy loading (2) ― 枠組

情報が 外部に 存在す る こ と を 示す Lispオブ ジェ
クトQunloaded を 導入

文字属性表参照関 数 get_char_id_table に
load_char_attribute_maybe を 追加

符号化文字集合復号関 数
DECODE_DEFINED_CHAR に
load_char_decoding_entry_maybe を 追加

map問題へ の 対策

そ の 他メ ン テナン ス用、 bootstrap用等
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lazy loading (3) ― map問題

map-char-attribute (map-char-table) が 非常に 遅く なる

と り あ え ず 文字属性を 一 括 load す る 関 数を 追加
して 、 on memory で 動か す よ う に した

で も map-char-attribute っ て あ ん ま り 何回も 動か
さ ない の で 、 や っ ぱ り 遅い (;_;)

そ も そ も 、 世の 中に 存在す る 全文字・ 全属性
を 対象に 全数探索す る こ と は 無謀。
こ う い う の を 多用す る の は 間 違っ て い る !!!
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lazy loading (4) ― 結果

バ ックエン ド

XEmacs の database 機 能を 使用
• 今の と こ ろ Berkeley DB で の み動作を 確 認

ダン プ 後の 実行形式

XEmacs-Mule 10 MB (strip後 6 MB)
従来型 XEmacs UTF-2000 32 MB (strip後 27

MB)
lazy-loading版 16 MB (strip後 11 MB)
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文字属性デー タベ ー ス

XEmacs UTF-2000附属の 文字デー タベ ー ス
自由に 利用可能な各種デー タベ ー スを 統合・
整理した も の

約 10万字（ define-char 換 算） 収録
漢 字を 細か く 分離して い る （ や り す ぎ !?）

漢 字構造情報デー タベ ー ス
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漢 字構造情報デー タベ ー ス

漢 字の 部品の 組合せ 構造の 機 械可読な表現

形の 抽象的な表現

字義 や 音価に も 関 係して い る

表現方法と して は IDS (Ideographic Description
Sequence) を 採用

IDC (Ideographic Description Characters) を オペ
レ ー ター と して 用い た 前置記 法（ 入れ 子状表現が
可能）

ISO/IEC 10646-1:2000 で 定義 さ れ て い る
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IDC
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IDS の 例
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CHISE 漢 字構造情報デー タベ ー ス

利用可能な既 存の デー タベ ー スを なる べ く 変換

CDP (Chinese Document Processing) Database
（ 台湾中央研究 院 の 謝清俊ら に よ る ； 約 55000
字収録）

CBETA外字デー タベ ー ス（ 台湾の 中華電子佛
典協會 (CBETA) に よ る ； 約 13000字収録）

新規 入力（ こ の た め に 部品お よ び IDC入力用の
四角號碼 quail を 開発［ Wittern氏に よ る ］）

現在、 UCS収録の 約７ 万字に 対して 一 応入力完 了

cvs.m17n.org で 公開中

GPL で 利用可能
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複雑な文字知識の 表現

文字属性記 述に 関 す る ガイ ドラ イ ン

TopicMaps の 利用

文字知識に 基 づ く 文書処理環 境の 現状と 未来 – p.19/27



文字属性記 述に 関 す る ガイ ドラ イ ン

属性の 命名規 則や 値の 型を 定め る

写像： =>foo, <=foo, =foo
関 係： ->foo, <-foo

文字指定

文字参照

など

文字属性の 整理・ 分類
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TopicMaps の 利用 （ Wittern氏担当）

TopicMaps

topic定義 や topic 間 の 関 係に よ っ て 情報の 構造を
表現す る 方法

SGML版： ISO/IEC 13250:2000

XML版 (XTM (XML TopicMaps)) も 出て い る

→ XTM を 用い る

文字や 属性間 の 関 係を TopicMaps で 表現した い

そ の た め に TopicMaps処理系を 開発す る
Zope を 用い た プ ロ トタイ プ
PostgreSQL を 用い た 実装（ 現在開発中）
AxKit を 用い た 実装（ 現在開発中）
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今後の 展開

文字デー タベ ー スに 基 づ く 総合的な文書処理環 境の
実現

漢 字間 の 関 係の
視覚 化システム

(3D CG)

漢 字に 関 す る 情報
呼 （ 部品構造情報等）
出
し � �

文字デー タベ ー ス・ サー バ ー

文字 TopicMaps 処理系
XEmacs UTF-2000

属性 � �
PostgreSQL


 	
文書


 	
字形や 字体 部品の 字形情報や
の 情報など 部品構造情報など

Ω 	�

文字に 関 す る 情報 字形合成
システム

?

6

?

6

6
?
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文字知識情報の 解析と 可視化

文字間 の 関 係を 解析し、 視覚 化す る こ と で 、 文字知識
情報を 多角的に 把握 ・ 編集す る た め の ツー ル を 実現す
る （ 藤原氏、 鈴木氏、 江渡氏ら に よ る ）

学習、 検索、 包摂規 準の 制御等
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字形合成・ 管 理システム

漢 字構造情報を 用い た 字形合成（ 上地氏、 師氏ら に よ る ）

漢 字構造情報と 部品字形か ら 複合漢 字の 字形を
合成

入力に 使う 情報や 合成結果を 文字デー タベ ー ス・
サー バ ー で 管 理
→ グリ フ ・ 字形情報を 統合した 文字デー タベ ー
スへ

（ バ ッチ処理を 目的と した ） 単独の 実装

（ Ωと の 連動を 目的と した ） ΩＴ Ｐ を 利用した
実装

を 開発す る
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Ω （ 苫米地氏、 宮 崎氏ら に よ る ）

文字定義 に 基 づ い た 組版の 実現

Omega

OTP

Transformation
Translation

� �

.tex, .xml, ...

DVI
PDF

XML/FO

XEmacs UTF−2000
�� ��� �� � 	


 �

文字層と テキスト層の 連携の 実現

TEI P5 の WSD（ 書記 系定義 ） 実装の 実現を 目
指す
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期 待さ れ る 効果

定義 した 文字が ち ゃ ん と 印 刷・ 交換 で き る → 符
号化文字技術か ら の 本質的な脱却

文字デー タベ ー ス・ サー バ ー へ の 文字知識集約化
の 実証→ 計算機 環 境全体の CHISE化の た め の 一
里塚

漢 字構造情報の 応用

漢 字構造情報デー タベ ー スの リ フ ァ イ ン

FQDN の よ う な分散型漢 字記 述の 実現へ
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CHISE Project に 関 す る 情報

WWW
http://cvs.m17n.org/chise/
http://kanji.zinbun.kyoto-u.ac.jp/projects/chise/
http://mousai.as.wakwak.ne.jp/projects/chise/

和英 ２ 言語に よ る mailing lists（ 参加方法は 上述
の 頁を 参照して 下さ い ）

各種成果物の 最新版が anonymous CVS で 入手
可能

参加者募集中!!!
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